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1. 調査概要                                                                           

 

（1）調査目的 

福島市では、昨年 12月に『風格ある県都を目指すまちづくり構想』を発表し、老朽化が著

しい「市民会館」「敬老センター」「中央学習センター」の 3施設について、建設延期中の「市

役所本庁舎西棟へ複合化を検討する」との再編整備の方向性をまとめました。 

本調査は、今後進行する公共施設の老朽化の課題への対応や、厳しい財政状況、人口減少傾

向なども見据えながら、これら 3施設の再編整備の方向性検討の参考とするため、複合化や

再編整備などに関する市民意見を把握することを目的に実施したものです。 

 

（2）調査の実施概要 

対象者数  1,500 人 

抽出方法  住民基本台帳より 18歳以上の市民を無作為抽出 

調査方法  郵送配布、郵送回収 

調査期間  平成 31年 2月 22日～平成 31年 3月 18日 

 

（3）回収状況 

 有効回収数 513 件（回収率：34.2％） 

 

（4）報告書中の表記 

・本報告書では、構成比の数値を小数点以下第 2位で四捨五入しています。そのため、各

回答の構成比の合計が 100.0％に一致しないことがあります。 

・複数回答の設問については、回答者数を母数として回答比率を算出しています。そのため、

回答比率の合計は 100.0％を超えることがあります。 
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2. 調査結果                                                                           

２．１  回答者の属性 

① あなたの性別をお答えください。あてはまる番号を一つ選んで○をつけてください。 

１ 男性 

２ 女性 

 

 回答者の性別は、「女性」が 55.4％、「男性」が41.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目名  集計値 構成比（％） 

全体 513 100.0 

男性 213 41.5 

女性 284 55.4 

無回答 16 3.1 

図表 2.1.1 回答者の属性  

男性

41.5%

女性

55.4%

無回答

3.1%

総数 

513 
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② あなたの年齢をお答えください。あてはまる番号を一つ選んで○をつけてください。 

１ 18～19歳 

２ 20～29歳 

３ 30～39歳 

４ 40～49歳 

５ 50～59歳 

６ 60～64歳 

７ 65～69歳 

８ 70歳以上 

 

 回答者の年齢は、『70歳以上』が 17.9％で最も多く、次いで『40～49歳』が 17.0％、『50

～59歳』が 15.8％、『30～39歳』が 14.0％の順となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 2.1.2 回答者の年齢構成 

 

 性別の年齢構成比をみると、男性は『70歳以上』が 23.5％と最も高く、女性は『40～49

歳』が 19.4％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 2.1.3 性別の年齢構成  

0.0%

23.5%

11.7%

8.5%

12.7%

14.6%

13.1%

11.7%

4.2%

0% 10% 20% 30%

無回答

70歳以上

65～69歳

60～64歳

50～59歳

40～49歳

30～39歳

20～29歳

18～19歳

0.4%

13.4%

7.0%

9.5%

18.3%

19.4%

14.4%

13.0%

4.6%

0% 10% 20% 30%

無回答

70歳以上

65～69歳

60～64歳

50～59歳

40～49歳

30～39歳

20～29歳

18～19歳

男性＝213 女性＝284

0.6%

17.9%

9.2%

8.8%

15.8%

17.0%

14.0%

12.5%

4.3%

0% 5% 10% 15% 20%

無回答

70歳以上

65～69歳

60～64歳

50～59歳

40～49歳

30～39歳

20～29歳

18～19歳

総数＝513
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③ あなたのご職業をお答えください。あてはまる番号を一つ選んで○をつけてください。 

１ 農林水産業 

２ 自営業 

３ 会社員 

４ 公務員、団体職員等 

５ パート、アルバイト 

６ 学生 

７ 家事(家事・育児・介護などだけに従事) 

８ 無職(学生・家事を除く) 

９ その他 

 

 回答者の職業は、『会社員』が 25.3％と最も多く、次に『無職』（16.4％）、『公務員・団体

職員等』（14.4％）、『家事』（12.9％）の順となっています。 

 年代別にみると、20～59歳までの年齢層は『会社員』が最も多く、60～64 歳は『パート・

アルバイト』及び『家事』が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 2.1.4 回答者の年齢別職業構成比  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

70歳以上

65～69歳

60～64歳

50～59歳

40～49歳

30～39歳

20～29歳

18～19歳

全体

4.3%

4.4%

6.5%

8.5%

4.4%

3.7%

5.7%

4.2%

4.5%

12.8%

11.1%

29.6%

32.2%

51.4%

42.2%

25.3%

4.3%

11.1%

17.3%

29.9%

20.8%

18.8%

14.4%

6.4%

22.2%

14.8%

9.2%

8.3%

4.7%

8.2%

20.3%

100.0%

7.0%

12.0%

23.4%

22.2%

14.8%

13.8%

9.7%

4.7%

12.9%

56.5%

27.7%

15.6%

6.2%

4.7%

16.4%

15.2%

14.9%

8.9%

11.1%

6.9%

4.7%

8.4%

3.3%

農林業 自営業 会社員 
公務員 

団体職員等 
 

学生 無回答 家事 
パート 

アルバイト 
 

無職 その他 

（注）３％未満数値：全体（1.9％ 1.0％）、30~39 歳（1.4％ 1.4%）、40~49歳（2.3%）、50~59 歳（2.5％） 

          65~69 歳（2.1％）、70 歳以上（2.2％） 
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④ あなたのお住まいの地区をお答えください。あてはまる番号を一つ選んで○をつけて

ください。 

１ 中央東(福島駅東側) ６ 清水 11 西 16 松川 

２ 中央西(福島駅西側) ７ 東部（大波地区を含む） 12 土湯温泉町 17 吾妻 

３ 渡利 ８ 北信 13 立子山  18 飯野 

４ 杉妻 ９ 信陵 14 飯坂（茂庭地区を含む）  

５ 蓬萊 10 吉井田 15 信夫  

 

 回答者の居住地区は、『北信』が11.9％で最も多く、『清水』が 10.3％、『信夫』が 8.4％、

『中央東』が 8.2％で続きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 2.1.5 回答者の居住地区  

1.6%

1.9%

7.0%

5.3%

8.4%

7.2%

0.8%

0.8%

3.1%

3.3%

5.3%

11.9%

5.5%

10.3%

3.5%

4.5%

5.3%

6.2%

8.2%

0% 5% 10% 15%

無回答

飯野

吾妻

松川

信夫

飯坂

立子山

土湯

西

吉井田

信陵

北信

東部

清水

蓬莱

杉妻

渡利

中央西

中央東

総数＝513
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⑤ あなたの世帯構成についてお答えください。あてはまる番号を一つ選んで○をつけてくだ

さい。 

１ １人（本人のみの世帯） 

２ ２人（夫婦のみの世帯） 

３ ２人（上記以外の世帯） 

４ ３人（夫婦と子どもから成る世帯） 

５ ３人（上記以外の世帯） 

６ ４人以上 

 

 回答者の世帯構成は、『4人以上』が最も多く 35.9％、次に『2人（夫婦のみ）』が 18.9％、

『3人（夫婦と子ども）』が 16.8％、『1人』が 11.7％と続きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 2.1.6 回答者の世帯構成  

0.6%

35.9%

11.1%

16.8%

5.1%

18.9%

11.7%

0% 10% 20% 30% 40%

無回答

4人以上

3人（それ以外）

3人（夫婦と子供）

2人（それ以外）

2人（夫婦のみ）

1人

総数＝513
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２．２  3 施設の『利用状況』について 

 

【問１】 あなたは、過去１年間に、次の施設をどのくらい利用していますか。それぞれ施設ご

とに「1-1 利用頻度」から１つ選んで、番号に○をつけてください。 

また、「1-1 利用頻度」で｢利用している（選択１・２）｣を選択した方は、それぞれ

施設ごとに右欄の「1-2 利用目的」から選んで、番号に○をつけてください。 

  1-1 利用頻度（※○は１つ）      1-2 利用目的 （※複数選択可） 

 利用している 利用していない  会
議
や
研
修
の
場 

サ
ー
ク
ル
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の

グ
ル
ー
プ
の
活
動
・
交
流
の
場 

趣
味
や
娯
楽
、
談
話
の
場 

習
い
事
や
学
習
（
そ
の
成
果
の
発

表
を
含
む
。
）
の
場 

軽
運
動
や
健
康
づ
く
り
の
場 

そ
の
他 

施設名称 

よ
く
利
用
し
て
い
る
（
月
１

回
以
上
） 

た
ま
に
利
用
す
る
（
年
数
回

程
度
） 

過
去
に
利
用
し
た
が
、
最
近

１
年
間
で
は
利
用
が
な
い 

こ
れ
ま
で
一
度
も
利
用
し

た
こ
と
が
な
い 

 

（記入例） １ ２ ３ ４  １ ２ ３ ４ ５ ６ 

①市民会館 １ ２ ３ ４  １ ２ ３ ４ ５ ６ 

②敬老センター １ ２ ３ ４  １ ２ ３ ４ ５ ６ 

③中央学習ｾﾝﾀｰ １ ２ ３ ４  １ ２ ３ ４ ５ ６ 

 

 各施設の利用状況をみると、「よく利用している」「たまに利用する」「過去に利用したが最

近１年間利用がない」といった施設の利用経験のある方は、市民会館で 44.3％、敬老セン

ターで 5.1％、中央学習センターで 25.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 2.2.1 3 施設の利用頻度 

1.0%

0.0%

1.2%

4.9%

0.4%

13.1%

19.5%

4.7%

30.0%

68.0%

85.6%

48.3%

6.6%

9.4%

7.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中央学習センター

敬老センター

市民会館

よく利用している たまに利用する 過去に利用したが
最近1年間利用なし

利用した
ことがない

無回答
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 地区別の利用状況を見ると、3施設ともに、他地区と比較し施設が所在する中央東地区にお

いて利用経験者が多少多いものの、『よく利用している』『たまに利用する』といった定例的

に利用している方の割合は、他地区とほとんど差がありませんでした。 

 市民会館・中央学習センターを定例的に利用している方の割合は地区によってある程度の偏

りがみられ、土湯・吾妻・飯野などの方の利用率は低い傾向となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 2.2.2 市民会館の利用頻度（居住地区別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.7%

3.3%

6.3%

2.4%

1.2%

18.5%

16.3%

13.5%

25.0%

12.5%

17.6%

33.3%

9.8%

14.3%

13.2%

5.6%

8.7%

11.1%

12.5%

19.0%

13.1%

12.5%

20.0%

25.0%

14.8%

27.9%

21.6%

25.0%

41.2%

29.6%

24.6%

28.6%

47.2%

33.3%

39.1%

33.3%

31.3%

40.5%

30.0%

87.5%

70.0%

61.1%

59.3%

39.5%

48.6%

75.0%

100.0%

56.3%

41.2%

33.3%

57.4%

50.0%

37.7%

61.1%

39.1%

44.4%

43.8%

33.3%

48.3%

10.0%

13.9%

7.4%

16.3%

13.5%

6.3%

3.7%

4.9%

7.1%

1.9%

13.0%

11.1%

6.3%

4.8%

7.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

無回答

飯野

吾妻

松川

信夫

飯坂

立子山

土湯

西

吉井田

信陵

北信

東部

清水

蓬莱

杉妻

渡利

中央西

中央東

総計

過去に利用
最近1年間利用なしたまに利用するよく利用している 利用したことがない 無回答
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図表2.2.3 敬老センターの利用頻度（居住地区別） 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表2.2.4 中央学習センターの利用頻度（居住地区別） 

 

2.3%

6.3%

0.4%

2.8%

3.7%

2.3%

6.3%

5.9%

6.6%

7.1%

7.5%

16.7%

4.3%

7.4%

3.1%

4.8%

4.7%

100.0%

80.0%

83.3%

88.9%

76.7%

86.5%

100.0%

100.0%

81.3%

94.1%

92.6%

85.2%

85.7%

84.9%

77.8%

82.6%

81.5%

87.5%

90.5%

85.6%

20.0%

13.9%

7.4%

18.6%

13.5%

6.3%

7.4%

8.2%

7.1%

7.5%

5.6%

13.0%

11.1%

9.4%

4.8%

9.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

無回答

飯野

吾妻

松川

信夫

飯坂

立子山

土湯

西

吉井田

信陵

北信

東部

清水

蓬莱

杉妻

渡利

中央西

中央東

総計

過去に利用
最近1年間利用なしたまに利用するよく利用している 利用したことがない 無回答

2.3%

2.7%

1.6%

4.3%

3.7%

1.0%

2.8%

7.0%

13.5%

12.5%

11.8%

3.3%

10.7%

5.6%

4.3%

3.7%

6.3%

4.8%

4.9%

12.5%

11.1%

25.9%

18.6%

8.1%

25.0%

25.0%

41.2%

18.5%

23.0%

10.7%

28.3%

16.7%

13.0%

7.4%

15.6%

35.7%

19.5%

87.5%

80.0%

75.0%

70.4%

62.8%

67.6%

75.0%

100.0%

62.5%

47.1%

77.8%

65.6%

71.4%

66.0%

72.2%

73.9%

74.1%

68.8%

54.8%

68.0%

20.0%

11.1%

3.7%

9.3%

8.1%

3.7%

6.6%

7.1%

5.7%

5.6%

4.3%

11.1%

9.4%

4.8%

6.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

無回答

飯野

吾妻

松川

信夫

飯坂

立子山

土湯

西

吉井田

信陵

北信

東部

清水

蓬莱

杉妻

渡利

中央西

中央東

総計

過去に利用
最近1年間利用なしたまに利用するよく利用している 利用したことがない 無回答
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 施設を利用する目的については、市民会館では『会議や研修の場』との回答が 52.1％、『そ

の他』が 19.2％、『趣味や娯楽、談話の場』が 15.1％となっており、会議や研修の会場と

しての需要が極端に高くなっています。 

 敬老センターについては、『グループ活動・交流の場』、『習い事や学習の場』がそれぞれ 50％

となっていますが、母数（施設を利用している方）が少ないため、偏った結果となっていま

す。 

 中央学習センターについては『会議や研修の場』『グループ活動・交流の場』が 36.7％、『習

い事や学習の場』が 23.3％、『趣味や娯楽、談話の場』が 16.7％との回答となっており、

様々な目的で利用されていることがわかります。 

 3 施設ともに『軽運動や健康づくりの場』との回答が少なく、現状ではこうした利用が少な

い結果となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表2.2.5 ３施設の利用目的 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13.3%

6.7%

23.3%

16.7%

36.7%

36.7%

0.0%

0.0%

50.0%

0.0%

50.0%

0.0%

19.2%

13.7%

2.7%

15.1%

11.0%

52.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

その他

軽運動や健康づくりの場

習い事や学習の場

趣味や娯楽、談話の場

グループ活動・交流の場

会議や研修の場

市民会館 敬老センター 中央学習センター
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【問2】 前問の「1-1 利用頻度」で｢利用していない（選択３・４）｣を選択した方のみお答    

えください。それぞれ施設ごとに、あてはまる番号に○をつけてください。 

施設名称 

         ２ 利用していない理由    （※複数選択可） 

利
用
す
る
必
要
が
な
い

（
ま
た
は
機
会
が
な
い
） 

利
用
で
き
る
曜
日
や
時
間

が
活
動
と
合
わ
な
い 

施
設
又
は
利
用
で
き
る
サ

ー
ビ
ス
・
講
座
の
内
容
を

知
ら
な
い 

利
用
で
き
る
施
設
や
サ
ー

ビ
ス
・
講
座
内
容
に
魅
力

が
な
い 

利
用
の
仕
方
に
制
限
が
あ

り
、
自
由
に
施
設
を
使
え

な
い 

使
用
料
が
高
い 

そ
の
他 

（記入例） １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

①市民会館 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

②敬老センター １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

③中央学習ｾﾝﾀｰ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

 

 施設分類別に利用していない理由をみると、すべての施設分類で『利用する機会がない』が

70％台となっており、続いて『施設又は利用できるサービス・講座の内容を知らない』が

20%台となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 2.2.6 公共施設別利用していない理由 

 

3.6%

0.2%

0.4%

3.6%

23.2%

4.5%

72.4%

3.0%

0.0%

0.9%

2.6%

21.8%

3.0%

79.0%

5.5%

0.5%

1.0%

3.5%

22.6%

3.2%

73.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

その他

使用料が高い

利用の仕方に制限があり自由に使えない

施設やサービス・講座内容に魅力がない

施設やサービス・講座内容を知らない

利用できる曜日や時間が合わない

利用する必要（機会）がない

市民会館 敬老センター 中央学習センター
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【問３】「中央学習センター」の講座参加状況についてお聞きします。 

「中央学習センター」は、施設の貸出だけでなく、社会教育施設として青少年や女性、

高齢者などのために様々な講座やセミナー、イベント等を開催しています。あなたは、「中

央学習センター」が主催する講座やセミナー、イベント等に参加したことはありますか。

あてはまるものを１つ選んで、番号に○をつけてください。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 中央学習センターの講座に、これまで一度でも参加したことのある方の割合は 12.1％で、

うち「よく参加している」「たまに参加する」といった定期的に参加している方は 2.0％で

した。一方、中央学習センターの講座に一度も参加したことのない方の割合は、84.4％で

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 2.2.7 中央学習センターの講座参加状況 

 

 ３ 中央学習センター講座等への参加の有無（※○は１つ） 

 参加している 参加していない 

施設名称 

 

 

 

よ
く
参
加
し
て
い
る

（
月
１
回
以
上
） 

た
ま
に
参
加
す
る
（
年

数
回
程
度
） 

過
去
に
参
加
し
た
が
、

最
近
１
年
間
で
は
参
加

が
な
い 

こ
れ
ま
で
一
度
も
参
加

し
た
こ
と
が
な
い
が
、

他
の
学
習
セ
ン
タ
ー
で

は
参
加
し
た
こ
と
が
あ

る 他
の
学
習
セ
ン
タ
ー
も

含
め
、
一
度
も
参
加
し

た
こ
と
が
な
い 

（記入例） １ ２ ３ ４ ５ 

③中央学習ｾﾝﾀｰ １ ２ ３ ４ ５ 

よく参加している
0.6%

たまに参加する
1.4% 過去に参加（最

近1年では参加
なし） 10.1%

他の学習セン

ターでは参加し

たことがある

20.1%
学習センターの
講座に参加した
ことがない

64.3%

無回答 3.5%
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２．3  3 施設の『満足度』について 

【問４】 あなたが次の施設に感じている満足度について、それぞれ施設ごとに、あてはまるも

のを１つ選んで番号に○をつけてください。 

また、「4-1 満足度」で「満足している（選択１・２）」を選択した方は、それぞれ

施設ごとに右欄の「4-2 満足している理由」から選んで、番号に○をつけてください。 

 

 とても満足、おおむね満足との回答は市民会館で8.4％、中央学習センターで3.9%、敬老

センターでは1.2%となり、やや不満、不満との回答は市民会館で12.1％、中央学習センタ

ーで10.7％、敬老センターでは2.9％となりました。 

 3施設ともに、どちらでもない、わからないとの回答が多く、7～8割を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 2.3.1 3 施設の満足度 

 4-1 満足度（※○は１つ）  4-2 満足している理由（※複数選択可） 

 満足している 満足していない  建
物
内
の
ス
ペ
ー
ス
に
ゆ
と
り
が

あ
る 

設
備
や
備
品
が
充
実
し
て
い
る 

利
用
で
き
る
曜
日
や
時
間
帯
が
活

動
と
合
う 

利
用
し
た
い
部
屋
や
サ
ー
ビ
ス
が

あ
る 

使
用
料
が
安
い
（
ま
た
は
無
料
） 

そ
の
他 

施設名称 

 

 

 

と
て
も
満
足 

お
お
む
ね
満
足 

や
や
不
満 

不
満 

ど
ち
ら
で
も
な
い
（
ま
た

は
わ
か
ら
な
い
） 

 

（記入例） １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ ６ 

①市民会館 １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ ６ 

②敬老センター １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ ６ 

③中央学習ｾﾝﾀｰ １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ ６ 

0.4%

0.4%

3.5%

1.2%

8.0%

4.9%

1.0%

7.2%

5.3%

1.9%

4.9%

74.3%

81.3%

68.0%

11.7%

14.6%

11.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中央学習センター

敬老センター

市民会館

とても満足 おおむね満足 やや不満 不満
どちらでもない

わからない
無回答



14 

 

 過去に施設を利用したことがある方のみで集計した満足度については、以下のとおりです。

『どちらでもない・わからない』『無回答』の回答が減少し、他の回答の割合が増えていま

すが、傾向は同様です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 2.3.1 3 施設の満足度（施設を利用したことがある方のみの集計） 

 

 

 施設に満足していると回答した方のうち、その理由について市民会館と敬老センターでは

『使用料が安い』、中央学習センターについては『利用できる曜日や時間帯が合う』との回

答が最も多い結果となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 2.3.2 3 施設に満足している理由 

5.0%

20.0%

15.0%

35.0%

20.0%

10.0%

16.7%

66.7%

16.7%

16.7%

0.0%

0.0%

11.6%

34.9%

23.3%

20.9%

16.3%

20.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

その他

使用料が安い（または無料）

利用したい部屋やサービスがある

利用できる曜日や時間帯が合う

設備や備品が充実

スペースにゆとりがある

市民会館 敬老センター 中央学習センター

1.5%

0.0%

0.9%

13.1%

15.4%

18.1%

16.2%

3.8%

14.5%

11.5%

3.8%

8.4%

53.8%

69.2%

54.6%

3.8%

7.7%

3.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中央学習センター

敬老センター

市民会館

とても満足 おおむね満足 やや不満 不満
どちらでもない

わからない
無回答
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【問５】 前問で「満足していない（選択３・４・５）」を選択した方にお聞きします。 

それぞれ施設ごとに、満足していない理由を選んで、番号に○をつけてください。 

施設名称 

    ５ 満足していない理由  （※複数選択可） 

建
物
や
部
屋
が
狭
い 

設
備
や
備
品
が
充
実
し

て
い
な
い 

利
用
で
き
る
曜
日
や
時

間
帯
が
活
動
と
合
わ
な

い 利
用
し
た
い
部
屋
や
サ

ー
ビ
ス
が
な
い 

使
用
料
が
高
い
（
ま
た
は

有
料
） 

利
用
の
仕
方
に
制
限
が

あ
り
、
自
由
に
施
設
を
使

え
な
い 

そ
の
他 

（記入例） １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

①市民会館 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

②敬老センター １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

③中央学習ｾﾝﾀｰ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

 

 施設に満足していないと回答した方のうち、その理由について、3施設ともに『その他』が

多く（50％強）、次に『利用したい部屋やサービスがない』（20％強）との回答でした。 

 3 施設ともに施設の狭さや設備・備品の充実などの、ハード面での理由を挙げた方はそれほ

ど多くありませんでした。（1～5％程度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 2.3.3 3 施設に満足していない理由 

52.9%

3.5%

0.9%

22.9%

6.5%

4.4%

4.6%

56.5%

1.9%

0.2%

23.1%

4.6%

0.9%

0.9%

52.1%

2.9%

2.2%

22.9%

6.3%

5.8%

5.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

その他

利用方法に制限があり施設を使えない

使用料が高い

利用したい部屋やサービスがない

利用できる曜日や時間帯が合わない

設備や備品が充実していない

建物や部屋が狭い

市民会館 敬老センター 中央学習センター
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 施設を利用したことがある方のみで集計した場合、『その他』と『利用したい部屋やサービ

スがない』は同様に多かったのですが、市民会館と中央学習センターにおいて、部屋の狭さ

や設備・備品などのハード面を理由に挙げた方の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 2.3.4 3 施設に満足していない理由（施設を利用したことがある方のみの集計）  

46.6%

3.4%

4.5%

23.9%

5.1%

11.9%

9.7%

40.0%

5.0%

0.0%

30.0%

0.0%

5.0%

5.0%

42.5%

6.6%

1.9%

24.5%

10.4%

14.2%

13.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

その他

利用方法に制限があり施設を使えない

使用料が高い

利用したい部屋やサービスがない

利用できる曜日や時間帯が合わない

設備や備品が充実していない

建物や部屋が狭い

中央学習センター 敬老センター 市民会館
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２．4  3 施設の『施設機能・サービス』について 

【問６】 「市民会館」は市民の集会利用のために設置されたものですが、「敬老センター」は

老人福祉法により老人福祉の向上のため、「中央学習センター」は生涯にわたる学習活

動の推進のためと、それぞれ公共的な目的をもって設置されています。 

そこで、あなたが次の施設に求める施設機能・サービスについて、それぞれ施設ごと

に２つまで選んで番号に○をつけてください。 

施設名称 

   ６ 求める施設機能・サービス （※２つまで選択可） 

会
議
や
研
修
の
場

の
提
供 

サ
ー
ク
ル
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
等
の
グ

ル
ー
プ
活
動
・
交

流
の
場
の
提
供 

趣
味
や
娯
楽
、
談

話
の
場
の
提
供 

習
い
事
や
学
習

（
そ
の
成
果
の
発

表
を
含
む
。
）
の

機
会
の
提
供 

軽
運
動
や
健
康
づ

く
り
の
機
会
の
提

供 そ
の
他
（
ま
た
は

特
に
な
い
） 

（記入例） １ ２ ３ ４ ５ ６ 

①市民会館 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

②敬老センター １ ２ ３ ４ ５ ６ 

③中央学習ｾﾝﾀｰ １ ２ ３ ４ ５ ６ 

 市民会館では『会議や研修の場』、敬老センターでは『趣味や娯楽、談話の場』と『軽運動

や健康づくりの機会』、中央学習センターでは『習い事や学習の機会』を選んだ方がそれぞ

れ 30％を超えており、施設によって求められている機能が異なることがわかります。 

 市民会館、中央学習センターでは、『グループ活動・交流の場』も比較的高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 2.4.1 3 施設に求める施設機能・サービス  

28.8%

16.0%

35.7%

18.7%

25.9%

17.0%

34.7%

35.5%

11.3%

34.7%

14.0%

4.7%

29.4%

15.8%

18.7%

16.6%

25.5%

32.0%

0.0% 20.0% 40.0%

その他（または特になし）

軽運動や健康づくりの機会の提供

習い事や学習の機会の提供

趣味や娯楽、談話の場の提供

グループ活動・交流の場の提供

会議や研修の場の提供

市民会館 敬老センター 中央学習センター
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２．５  3 施設の『複合化のあり方』について 

【問７】 現在、「市民会館（近隣利用者向け会議室等に限る）」「敬老センター」「中央学習セン

ター」について、市役所本庁舎西棟（市民交流施設に限る）への『複合化』を検討して

います。 

あなたが複合化で最も重視することを、２つまで選んで番号に○をつけてください。 

施設名称 

   ７ 複合化で最も重視すること （※２つまで選択可） 

異
な
る
種
類
の
施
設
を
組
合
せ
て
利
用
で

き
る
（
例
貸
室
と
飲
食
ス
ペ
ー
ス
・
ギ
ャ

ラ
リ
ー
等
） 

誰
で
も
自
由
に
使
え
る
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

が
あ
る
（
例
ロ
ビ
ー
、
サ
ロ
ン
、
ギ
ャ
ラ

リ
ー
等
） 

多
様
な
市
民
交
流
が
可
能
と
な
る
柔
軟
な

施
設
レ
イ
ア
ウ
ト
（
例
可
動
間
仕
切
り
等

に
よ
る
部
屋
数
や
面
積
の
調
整
等
） 

利
用
手
続
き
が
簡
単
で
あ
る
（
例
一
つ
の

窓
口
で
手
続
が
で
き
る
等
） 

誰
で
も
安
全
・
安
心
に
利
用
で
き
、
防
災

性
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
優
れ
た
構
造 

将
来
世
代
に
負
担
を
残
さ
な
い
よ
う
建

設
・
維
持
管
理
コ
ス
ト
を
極
力
抑
え
る 

そ
の
他
（
ま
た
は
特
に
な
い
） 

（記入例） １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

新しい市役所本庁舎西棟 
(市民会館・敬老センター・

中央学習センターの 
複合化後） 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

 

 複合化で最も重視することとして、『建設・維持管理コストを極力抑える』が 31.4％で最も

多く、『自由に使えるフリースペースがある』28.7%、『防災性やバリアフリー』27.7％、

『利用手続きが簡単』26.9％と続きますが、それぞれにあまり差がなく、複合化施設に様々

なニーズがあることが伺えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2.5.1 複合化で最も重視すること 

 

13.1%

31.4%

27.7%

26.9%

16.8%

28.7%

21.4%

0% 10% 20% 30% 40%

その他（または特になし）

建築・維持管理コストを極力抑える

防災性やバリアフリー

利用手続きが簡単

柔軟な施設レイアウト

自由に使えるフリースペースがある

異なる種類の施設を組合せて利用できる
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【問８】 前問における『複合化』の検討にあたり、複合整備の規模の考え方として、あなたが

最も重視する考え方は何ですか。あてはまるものを１つ選んで、番号に○をつけてくだ

さい。 

施設名称 

     ８ 複合整備の規模の考え方  （※○は１つ） 

今
後
の
人
口
減
少
や
財
政

的
な
負
担
を
考
慮
し
、
必
要

最
小
限
の
規
模
に
す
べ
き 

現
在
の
３
施
設
の
利
用
状

況
に
見
合
っ
た
規
模
に
す

べ
き 

現
在
の
３
施
設
を
合
算
し

た
規
模
に
近
い
も
の
と
す

べ
き 

複
合
整
備
の
規
模
に
は
こ

だ
わ
ら
な
い 

そ
の
他 

（記入例） １ ２ ３ ４ ５ 

新しい市役所本庁舎西棟 
(市民会館・敬老センター・

中央学習センターの 
複合化後） 

１ ２ ３ ４ ５ 

 

 複合整備の規模の考え方について、『必要最小限の規模』と答えた方が 34.1％で最も多く、

次に『現在の 3施設の利用状況に見合った規模』が 32.2％となっており、過剰な施設を望

まない回答が 7割弱となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 2.5.2 複合整備の規模の考え方  

必要最小限の規模

34.1%

現在3施設の利用状況

に見合った規模

32.2%

3施設を合算し

た規模（に近い

もの） 9.4%

規模にはこだわ

らない 12.3%

その他 6.2%

無回答 5.8%
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【問９】 【問７】における『複合化』の検討にあたり、魅力ある複合整備とするために、あな

たが必要と考える施設機能（部屋）は何ですか。あてはまるものを２つまで選んで、番

号に○をつけてください。 

施設名称 

 ９ 複合整備で必要な施設機能（部屋）（※２つまで選択可） 

大
人
数
で
利
用
で
き
る
多
目
的

ホ
ー
ル
等 

会
議
や
研
修
に
利
用
で
き
る
会

議
室
や
研
修
室
等 

小
グ
ル
ー
プ
で
活
動
・
交
流
で

き
る
和
室
や
娯
楽
・
談
話
室
等 

文
化
教
養
活
動
の
た
め
の
実
習

室
や
音
楽
室
等 

軽
運
動
や
健
康
増
進
を
図
る
た

め
の
部
屋 

休
憩
ス
ペ
ー
ス
（
軽
食
・
カ
フ

ェ
・
売
店
な
ど
） 

そ
の
他
（
ま
た
は
特
に
な
い
） 

（記入例） １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

新しい市役所本庁舎西棟 
(市民会館・敬老センター・

中央学習センターの 
複合化後） 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

 

 複合化で必要と考える施設機能について、『休憩スペース（軽食・カフェ・売店等）』と答え

た方が 36.8％で最も多く、快適に時間を過ごせる環境整備を求める方が多いことがわかり

ます。 

 次に『小グループで活動・交流できる和室や娯楽・談話室等』『軽運動や健康増進を図るた

めの部屋』が 29.8％、『大人数で利用できる多目的ホール等』が 23.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 2.5.3 複合化で必要な施設機能（部屋） 

 

15.4%

36.8%

29.8%

18.9%

29.8%

17.3%

23.0%

0% 10% 20% 30% 40%

その他（または特になし）

休憩スペース（軽食・カフェ・売店等）

軽運動や健康増進を図るための部屋

文化教養活動のための実習室や音楽室等

小グループで使える和室や娯楽・談話室等

会議室や研修室等

大人数で使える多目的ホール等
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 年代別で見ると、18歳～40歳代及び 60～64歳で『休憩スペース（軽食・カフェ・売店等）』

を求める割合が 40％を超えており、年代別では最も高くなっています。また、50～60歳

台では『軽運動や健康増進を図るための部屋』の割合が、35％～48％と高くなっています 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 2.5.4 複合化で必要な施設機能（年代別） 

（注）記載の数値は、回答者数を母数として回答比率を算出   
しているため、合計が 100.0％を超える場合があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

17.4%

12.8%

24.4%

21.0%

31.0%

25.0%

25.0%

31.8%

23.0%

13.0%

10.6%

24.4%

21.0%

26.4%

15.3%

12.5%

9.1%

17.3%

66.7%

21.7%

34.0%

24.4%

34.6%

27.6%

38.9%

28.1%

27.3%

29.8%

9.8%

17.0%

24.4%

27.2%

20.7%

16.7%

17.2%

27.3%

18.9%

20.7%

48.9%

35.6%

35.8%

26.4%

29.2%

25.0%

27.3%

29.8%

66.7%

26.1%

34.0%

40.0%

21.0%

40.2%

47.2%

53.1%

40.9%

36.8%

33.3%

19.4%

19.1%

13.3%

7.8%

11.5%

8.3%

14.1%

13.6%

15.4%

無回答

70歳以上

65～69歳

60～64歳

50～59歳

40～49歳

30～39歳

20～29歳

18～19歳

総計

項目名 多目的ホール等 休憩スペース
会議室や
研修室

和室や娯楽・
談話室等

実習室や
音楽室等

軽運動や健康増進
のための部屋

その他
特になし
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２．6  3 施設の『使用料のあり方』について 

【問1０】 公共施設の建替えや新規整備、大規模改修を行うと、施設の維持管理費や運営費が

変化するため、使用料が値上がりする場合もあります。そこで、【問７】で検討してい

る『複合化』にて整備するにあたり、使用料の見直しについてあなたはどのように考え

ますか。あなたの考えに最も近いものを１つ選んで、番号に○をつけてください。 

施設名称 

   10 使用料の見直し  （※○は１つ） 

見
直
し
を
行
う

べ
き 

あ
る
程
度
は
や

む
を
得
な
い 

現
状
ど
お
り
と

す
べ
き 

わ
か
ら
な
い
（
ま

た
は
ど
ち
ら
と

も
言
え
な
い
） 

（記入例） １ ２ ３ ４ 

新しい市役所本庁舎西棟 
(市民会館・敬老センター・

中央学習センターの 

複合化後） 

１ ２ ３ ４ 

 

 

 複合化後の使用料の見直しについて、『ある程度はやむを得ない』と回答した方が 43.5％と

最も多く、『見直しを行うべき』の 22.0％と合わせると、65.5％の方が使用料の値上がり

を容認しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 2.6.1 複合化にあたっての使用料の見直し 

 

見直しを行うべき

22.0%

ある程度はやむを

得ない 43.5%

現状どおりと

すべき 9.6%

わからない（また

はどちらともいえ

ない） 21.4%

無回答 3.5%
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 年代別にみると、18 歳～50 歳台と 65～69 歳で『見直しを行うべき』の割合が 20％を超

えています。また、『見直しを行うべき』と『ある程度はやむを得ない』と回答した方の合

計は、年代が上がるにつれて少なくなる傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 2.6.2 複合化にあたっての使用料の見直し（年代別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13.0%

25.5%

15.6%

25.9%

23.0%

25.0%

26.6%

27.3%

22.0%

38.0%

36.2%

55.6%

48.1%

49.4%

40.3%

39.1%

45.5%

43.5%

10.9%

8.5%

8.9%

8.6%

8.0%

13.9%

7.8%

9.1%

9.6%

100.0%

25.0%

25.5%

17.8%

14.8%

19.5%

19.4%

26.6%

18.2%

21.4%

13.0%

4.3%

2.2%

2.5%

1.4%

3.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

無回答

70歳以上

65～69歳

60～64歳

50～59歳

40～49歳

30～39歳

20～29歳

18～19歳

全体

項目名 見直しを行うべき
ある程度は
やむを得ない

現状どおりと
すべき

わからない（または
どちらともいえない） 無回答
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【問1１】【問７】で検討している『複合化』にて整備するにあたり、各施設間の不均一な使用

料体系の調整について今後検討が必要となります。例えば、その調整にあたり、子ども

や高齢者などの「世代」や、団体や個人などの「属性」等の区分によって、使用料の負

担額に差をつけることについて、あなたはどのように考えますか。 

あてはまるものを１つ選んで、番号に○をつけてください。 

施設名称 

      11 使用料の負担差   （※○は１つ） 

差
を
つ
け
る
べ
き
で

は
な
い 

子
ど
も
や
高
齢
者
な

ど
の
「
世
代
」
で
の

差
は
あ
っ
て
も
よ
い 

団
体
や
個
人
な
ど
の

「
属
性
」
で
の
差
は

あ
っ
て
も
よ
い 

「
世
代
」
や
「
属
性
」

の
区
分
の
ほ
か
、
そ

れ
以
外
の
区
分
で

も
、
必
要
で
あ
れ
ば

差
を
つ
け
て
も
よ
い 

わ
か
ら
な
い
（
ま
た

は
ど
ち
ら
と
も
言
え

な
い
） 

（記入例） １ ２ ３ ４ ５ 

新しい市役所本庁舎西棟 
(市民会館・敬老センター・

中央学習センターの 

複合化後） 

１ ２ ３ ４ ５ 

 

 使用料の負担額に差をつけることについて、『「世代」や「属性」の区分のほか、それ以外の区

分でも、必要であれば差をつけてもよい』と回答した方が 27.5％で最も多く、次に『子どもや

高齢者などの「世代」での差はあってもよい』が26.9％でした。ここに『団体や個人などの「属

性」での差はあってもよい』と回答した方を合わせた 66.1％の方が、何らかの差があってもよ

いと回答しており、『差をつけるべきではない』の 14.0％を大きく上回っています。 

 『団体や個人などの「属性」での差はあってもよい』と回答した方は 11.7％と比較的少なく、

世代による差と比較すると、属性（利用形態）による使用料の差はあまり望ましくないとの傾

向もみられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 2.6.3 使用料の負担額の差について 

差をつけるべき

ではない 14.0%

「世代」での差

はあってもよい

26.9%

「属性」での差

はあってもよい

11.7%

「世代」「属性」

以外の区分でも差

をつけてもよい

27.5%

わからない（またはど

ちらともいえない）

16.2%

無回答 3.7%
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 年代別にみると、『差をつけるべきではない』との回答は 18～39歳と 70歳以上で 15％を超

えていますが、40歳～60歳代では多少減少し、10％前後となっています。 

 「世代」、「属性」、「それ以外」の、何らかの差があってもいいと考える方の合計は 69歳以下

の各世代で高く、63～77％に上ります。一方で70歳以上の世代は 46.7％と極端に低く、逆

に『わからない（またはどちらともいえない）』の割合は 23.9％で、他の世代と比較すると多

くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 2.6.4 使用料の負担額の差について（世代別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15.2%

10.6%

8.9%

12.3%

13.8%

18.1%

15.6%

18.2%

14.0%

66.7%

17.4%

25.5%

28.9%

30.9%

29.9%

29.2%

23.4%

36.4%

26.9%

13.0%

8.5%

15.6%

8.6%

8.0%

13.9%

17.2%

9.1%

11.7%

16.3%

29.8%

33.3%

30.9%

33.3%

26.4%

26.6%

31.8%

27.5%

33.3%

23.9%

21.3%

11.1%

14.8%

14.9%

11.1%

17.2%

4.5%

16.2%

14.1%

4.3%

2.2%

2.5%

1.4%

3.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

無回答

70歳以上

65～69歳

60～64歳

50～59歳

40～49歳

30～39歳

20～29歳

18～19歳

全体

「世代」での差は
あってもよい

「属性」での差は
あってもよい

わからない（または

どちらともいえない）
無回答それ以外でも差を

つけてよい
差をつける
べきではない
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２．7  3 施設の複合化整備への提案等 

【問1２】標記３施設の複合化による整備について、これまでの設問の回答と重複しても構いま

せんので、ご意見・ご提案等がございましたら、その内容を合計２００字以内で記載く

ださい。（自由回答）  

 

回答者  224 名 

その中で、特にご意見が多かった項目は以下のとおりです。 

 駐車場の確保を求める意見          38 件 

 整備後の施設の利用しやすさなどを求める意見  25 件 

 整備後の使用料についての意見         22 件 

 適正な利用者負担を求める意見  8 件 

 使用料の抑制を求める意見    6 件 

 負担額の差をなくすべきとの意見 6 件 

 負担額の差は必要であるとの意見 1 件 

 その他             1 件 

 複合整備に賛成する意見            16 件 

 整備コスト・維持管理コストの縮減を求める意見 15 件 

 若年層が利用しやすい施設整備を求める意見   14 件 

 整備する機能等の縮減（廃止）を求める意見   13 件 

 実施事業に関する意見              11 件 

 講座・イベントに関する要望   6 件 

 事業の周知・広報に関する意見  2 件 

 その他             3 件 

 整備する規模の縮減を求める意見        10 件 

 アンケートの対象者に関する意見         7 件 

 サンドパークに関する意見            6 件 

 現施設の利用に関する意見            6 件 

 高齢層が利用しやすい施設整備を求める意見    4 件 

 その他                    82 件 

合 計   269 件 

  ※その他の特徴的な意見 

・3施設跡地は処分し、西棟建設費用へ充ててはどうか（70歳以上男性） 

・複合整備にあたり、どのような目的の施設でどのように使用できるのか周知・広報をしてほ
しい（50代女性） 

・短時間の一時預かりのスペースを確保してはどうか（30代女性） 

・もともと3施設についてよくわからなかった。身近な施設としてどのような利用ができるか
など、わかりやすく PRして欲しい（50代女性） 

・行政、議会機能は現状で十分足りているため、西棟は市民のための機能のみにすべきである 
（40 代女性） 
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日頃より福島市の市政運営にご協力いただき、誠にありがとうございます。 

福島市では、昨年１２月に『風格ある県都を目指すまちづくり構想』を発表し、老朽化

が著しい「市民会館」「敬老センター」「中央学習センター」の３施設について、建設延期

中の「市役所本庁舎西棟へ複合化を検討する」（※詳細はＰ２を参照）との再編整備の方向性

をまとめました。 

このたび実施するアンケート調査は、この「市民会館」「敬老センター」「中央学習セン

ター」の再編整備の方向性に加え、今後ますます進む公共施設の老朽化の課題への対応や、

厳しい財政状況、全国的な人口減少傾向なども見据え、どのようにして複合化により再編

整備すべきか、市民の皆さまからご意見をお伺いし、今後の検討の参考とさせていただく

ものです。 

お忙しいところ誠にお手数をおかけしますが、調査の目的をご理解いただき、本アンケ

ートにご協力くださいますようよろしくお願いいたします。 

 

 平成３１年２月  福島市長 木幡 浩  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．記入にあたってのお願い

① このアンケートは、あて名のご本人がお答えください。ご本人の記入が難しい場合は、 

ご家族や介助者の代筆で回答をお願いします。 

② 回答は、該当する番号を○で囲んでください。（一部自由記載あり） 

③ 別添のアンケート調査書にお名前やご住所を記入する必要はありません。 

２．アンケートの回収について 

   別添のアンケート調査書に回答をご記入の上、同封の返信用封筒に入れて、 

平成３１年３月１８日（月）までに、切手を貼らずにポストに投かんしてください。 

３．調査対象

① この調査は、国の標本調査の例にならい、住民基本台帳より無作為に抽出した、 

１８歳以上の市民約１,５００人を対象に実施しています。 

② この調査は、あくまでも今後の検討の基礎資料とするためのものです。無記名で行い、 

別の目的には使用いたしません。 

福島市市民会館・敬老センター・中央学習センターの

再編整備に関する市民アンケート調査のお願い 
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福島市において、昨年12月に発表した『風格ある県都を目指すまちづくり構想』は、中心市街地 

における将来ビジョンや公共施設の再編整備に関するグランドデザインとして、本市が目指す基本

的な方向性をまとめたもので、次の５つの基本方針に基づき、まちづくりを推進していくこととし

たものです。 

（１）広域的な拠点地区として活力のあるまちづくりを推進します 

（２）魅力的で賑わいのあるまちづくりを推進します 

（３）まちを楽しみ、すごせるシンボル軸・回遊空間づくりを推進します 

（４）快適で住みやすいコンパクトなまちづくりを推進します 

（５）みんなが参画し、連携するまちづくりを推進します 

また、この基本的な考え方に沿って、都市機能などの強化に重点的に取り組むエリアとして、 

次の２つの重点エリアを設定し、それぞれ公共投資の効率化や重点化を図ることとしました。 

（１）広域利用者向けの都市機能が集積している 「福島駅前周辺エリア」 

（２）多くの行政機能・市民利用向けの機能が集積している 「市役所周辺エリア」 

 

その「市役所周辺エリア」では、市民利用機能・防災機能の集積・強化を図ることを目指し、 

老朽化が進む「市民会館（近隣利用者向け会議室等に限る※注）」「敬老センター」「中央学習センタ

ー」を、現在、建設延期中である「市役所本庁舎西棟内に整備予定の市民交流施設」に「複合化に

より再整備する」こととして、検討の方向性を位置付けたものです。 

※注 「市民会館」のホールや一部の会議室は、広域的利用機能として「福島駅前周辺エリア」で再編整備 

   ※詳細は、福島市ホームページでもご覧いただけます。 福島市 まちづくり構想  

 

参 考 「複合化」とは、下図のとおり、異なる種類の施設どうしを1つにして、複合的    

な機能を持った施設に生まれ変わらせることをいいます。これにより、コスト縮減 

効果や多様化による施設の魅力向上、施設集約による利便性の向上が期待されます。 

【市役所本庁舎西棟の当初計画】    【新しい市役所本庁舎西棟の整備検討案】 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

『風格ある県都を目指すまちづくり構想』について 

検索 

【西棟当初計画】 

❶市民交流施設 

 

❷執務フロア 

❸議会フロア 

❹防災備蓄倉庫（地下） 

○外構計画は、「市民広場・避難場

所」と「耐震貯水槽」等 

【新しい西棟整備検討案】 

❶市民交流施設（＋市民会館＋敬老センター 

＋中央学習センター） ※施設機能を再編成 

❷執務フロア 

❸議会フロア 

❹防災備蓄倉庫（地下） 

○外構計画は、「市民広場・避難場所」と 

「耐震貯水槽」等 

市民会館 

（※注） 敬老ｾﾝﾀｰ 

中央学習ｾﾝﾀｰ 

※注 近隣利用者向け会議室等に限る 複合化 
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（1）人口減少・少子高齢化について 

  

●人口減少に伴い、公共施設の利用者 

数も減少していきます。 

●公共施設利用者の年齢構成の変化に 

 伴い、ニーズが変化していきます。 

●15～64歳の生産年齢層の減少に 

伴い税収入等が減少するとともに、 

少子高齢化で社会保障費等が増加す 

るため、建設事業に使える財源の確  

保も難しくなっていきます。 

 

 

（2）公共施設の老朽化について 

 

●高度経済成長期以降、人口増加や社会 

経済情勢の変化に併せ、多くの公共施設 

が整備されてきました。 

  ●福島市が保有する施設数は約700施設 

   で、延床面積は約96万㎡となります。 

●これらの施設は老朽化により、今後一斉に 

改修や建替えの時期を迎えます。 

●現在、築30年以上の施設は、全体の 

60％ですが、10年後には 80％まで達 

する見込みです。 

   

 

  

 

 

○以上のように、人口減少等による社会構造の変化など、公共施設を取り巻く情勢の変化や、公  

共施設の老朽化の課題に適切に対応するため、平成２９年２月に『福島市公共施設等総合管理 

計画』を定め、現在、公共施設の保有量の適正化や、経営的視点を持った計画的な施設管理に 

取り組んでいます。 

※詳細は、福島市ホームページでもご覧いただけます。 福島市 公共施設等総合管理計画  

 

 

 

 

 

65 歳以上 

15～64 歳 

0～14 歳 

30 年後 

公共施設を取り巻く福島市の課題について 

4.0万人 2.1万人

18.2万人

11.5万人

7.0万人

9.0万人

(29.2万人)

(22.6万人)

0

10

20

30

H22 H52

(万人)
福島市人口の推計

（約24％）

（約40％）

出典：福島市人口ビジョン(平成28年3月)

累計(％)

0

20

40

60

80

100

0

10

20

30

～S31 ～S41 ～S51 ～S61 ～H8 ～H18 ～H27

(％)(万㎡) 建築年次別の延床面積

築 30 年以上（全体の 60％） 

検索 

（約 62％） 
（約 51％） 

10 年後：築 30 年以上（全体の 80％） 

2010年 2040年 
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（１）市民会館／敬老センター 【所在地：市内霞町】 

 

【現況】              

１ 建物性能 

①築47年で老朽化が進行しています。 

②建物の耐震性能は、旧基準で建てられたた

め、新基準には適合していません。 

③避難所の指定があります（市民会館：指定避

難所）。 

２ 利用状況等（さんどパークを除く） 

①年間利用者は市民会館が約12万人、敬老セ

ンターが約2万人で減少傾向にあります。 

②平均稼働率は、どちらの施設も全体で約

40％ですが、部屋によっては数％～10％台

の部屋も複数室見られます。 

③年間運営費約8千万円（利用者1人あたり約

470円）に対し、使用料等収入約1千万円（利

用者1人あたり約70円）で、残りは税金で負

担（住民1人あたり約230円）しています。 

④類似施設が複数存在します。 

福島テルサ、アオウゼ、学習ｾﾝﾀｰ、等 

【施設基礎情報】 

①昭和46年竣工/地上6階・地下1階建て 
（※敬老ｾﾝﾀｰは、市民会館内に設置されています） 

②延床面積：6,547㎡  ③駐車台数：100台 

④施設構成：【市民会館】ホール2室/会議室19室/ 

茶室茶道室2室/華道 

室/料理教室/音楽室 

【敬老センター】和室5室 
※市民会館のホールには、現在「さんどパーク」が入居中 

 

（２）中央学習センター  【所在地：市内松木町】 

 

【現況】              

１ 建物性能 

①築59年で老朽化が進行しています。 

②建物の耐震性能は、旧基準で建てられたた

め、新基準に適合していません。 

③避難所の指定があります（初期開設避難所）。 

２ 利用状況等 

①年間利用者は約5万人で減少傾向にありま

す。 

②平均稼働率は施設全体で約40％（貸館機能

のみ）です。 

③年間利用者のほかに、主催事業（講座）の年

間参加者は例年約1万人です。 

④年間運営費約7千万円（利用者1人あたり約

1,400円）に対し、使用料等収入約20万円（利

用者1人あたり約5円）で、残りは税金で負担

（住民1人あたり約250円）しています。 

⑤類似施設が複数存在します。 

こむこむ、アオウゼ、福島テルサ、市民会

館、等 

【施設基礎情報】 

①昭和34年竣工/地上3階・地下1階建て 

（公会堂と合築） 

②延床面積：2,009㎡  ③駐車台数：26台 

④施設構成：講義室5室/和室2室/実習室/ 

ホール2室 

【備考】① それぞれの施設現況に記載の数値は、算出方法の違いから、別に発表している数値と一致しない場 

合があります。（主に直近 3 ヵ年の実績をもとに算出しています。） 

② 【現況】欄に記載の「平均稼働率」は、「総利用時間/（開館日数×1 日あたり利用可能時間）」によ  

り各室ごとに稼働率を求め、その平均値として記載しています。 

※それではこれらの内容も踏まえ、別添のアンケートにご協力ください。 

市民会館・敬老センター・中央学習センターの施設現況について 
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※この調査書を、同封の返信用封筒に入れて、平成31年3月18日（月）までにポストに投かんしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

①あなたの性別をお答えください。あてはまる番号を１つ選んで○をつけてください。 

１ 男性 ２ 女性 

 

②あなたの年齢をお答えください。あてはまる番号を１つ選んで○をつけてください。 

１ 18～19歳 

２ 20～29歳 

３ 30～39歳 

４ 40～49歳 

５ 50～59歳 

６ 60～64歳 

７ 65～69歳 

８ 70歳以上 

 

③あなたのご職業をお答えください。あてはまる番号を１つ選んで○をつけてください。 

１ 農林水産業 

２ 自営業 

３ 会社員 

４ 公務員、団体職員等 

５ パート、アルバイト 

６ 学生 

７ 家事(家事・育児・介護などだけに従事) 

８ 無職(学生・家事を除く) 

９ その他 

 

 

④あなたのお住まいの地区をお答えください。あてはまる番号を１つ選んで○をつけてください。 

１ 中央東（福島駅東側） ６ 清水 11 西 16 松川 

２ 中央西（福島駅西側） ７ 東部（大波地区を含む） 12 土湯温泉町 17 吾妻 

３ 渡利 ８ 北信 13 立子山 18 飯野 

４ 杉妻 ９ 信陵 14 飯坂（茂庭地区を含む）   

５ 蓬萊 10 吉井田 15 信夫  

 

⑤あなたの世帯構成についてお答えください。あてはまる番号を１つ選んで○をつけてください。 

１ １人（本人のみの世帯） 

２ ２人（夫婦のみの世帯） 

３ ２人（上記以外の世帯） 

４ ３人（夫婦と子どもから成る世帯） 

５ ３人（上記以外の世帯） 

６ ４人以上 

あなたご自身についてお聞きします 

福島市市民会館・敬老センター・中央学習センターの再編整備に関する 

市民アンケート調査書
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【問１】 あなたは、過去１年間に、次の施設をどのくらい利用していますか。それぞれ施設ごと

に「1-1 利用頻度」から１つ選んで、番号に○をつけてください。 

   また、「1-1 利用頻度」で「利用している（選択１・２）」を選択した方は、それぞれ施

設ごとに右欄の「1-2 利用目的」から選んで、番号に○をつけてください。 

  1-1 利用頻度（※○は１つ）      1-2 利用目的 （※複数選択可） 

 利用している 利用していない  会
議
や
研
修
の
場 

サ
ー
ク
ル
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
グ

ル
ー
プ
の
活
動
・
交
流
の
場 

趣
味
や
娯
楽
、
談
話
の
場 

習
い
事
や
学
習
（
そ
の
成
果
の
発
表

を
含
む
。）
の
場 

軽
運
動
や
健
康
づ
く
り
の
場 

そ
の
他 

施設名称 

よ
く
利
用
し
て
い
る
（
月
１
回

以
上
） 

た
ま
に
利
用
す
る
（
年
数
回
程

度
） 

過
去
に
利
用
し
た
が
、
最
近
１

年
間
で
は
利
用
が
な
い 

こ
れ
ま
で
一
度
も
利
用
し
た
こ

と
が
な
い 

 

（記入例） １ ２ ３ ４  １ ２ ３ ４ ５ ６ 

①市民会館 １ ２ ３ ４  １ ２ ３ ４ ５ ６ 

②敬老センター １ ２ ３ ４  １ ２ ３ ４ ５ ６ 

③中央学習ｾﾝﾀｰ １ ２ ３ ４  １ ２ ３ ４ ５ ６ 

 

 

【問２】 前問の「1-1 利用頻度」で｢利用していない（選択３・４）｣を選択した方のみお答 

    えください。それぞれ施設ごとに、あてはまる番号に○をつけてください。 

施設名称 

         ２ 利用していない理由    （※複数選択可） 

利
用
す
る
必
要
が
な
い

（
ま
た
は
機
会
が
な
い
） 

利
用
で
き
る
曜
日
や
時
間

が
活
動
と
合
わ
な
い 

施
設
又
は
利
用
で
き
る
サ

ー
ビ
ス
・
講
座
の
内
容
を

知
ら
な
い 

利
用
で
き
る
施
設
や
サ
ー

ビ
ス
・
講
座
内
容
に
魅
力

が
な
い 

利
用
の
仕
方
に
制
限
が
あ

り
、
自
由
に
施
設
を
使
え

な
い 

使
用
料
が
高
い 

そ
の
他 

（記入例） １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

①市民会館 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

②敬老センター １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

③中央学習ｾﾝﾀｰ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

市民会館・敬老センター・中央学習センターの「利用状況」についてお聞きします 
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【問３】 「中央学習センター」の講座参加状況についてお聞きします。 

「中央学習センター」は、施設の貸出だけでなく、社会教育施設として青少年や女性、 

高齢者などのために様々な講座やセミナー、イベント等を開催しています。 

あなたは、「中央学習センター」が主催する講座やセミナー、イベント等に参加したこ 

とはありますか。あてはまるものを１つ選んで、番号に○をつけてください。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問４】 あなたが次の施設に感じている満足度について、それぞれ施設ごとに、あてはまるもの 

を１つ選んで番号に○をつけてください。 

また、「4-1 満足度」で「満足している（選択１・２）」を選択した方は、それぞれ施 

    設ごとに右欄の「4-2 満足している理由」から選んで、番号に○をつけてください。 

 ３ 中央学習センター講座等への参加の有無（※○は１つ） 

 参加している 参加していない 

施設名称 

 

 

 

よ
く
参
加
し
て
い
る
（
月
１

回
以
上
） 

た
ま
に
参
加
す
る
（
年
数
回

程
度
） 

過
去
に
参
加
し
た
が
、
最
近

１
年
間
で
は
参
加
が
な
い 

こ
れ
ま
で
一
度
も
参
加
し

た
こ
と
が
な
い
が
、
他
の
学

習
セ
ン
タ
ー
で
は
参
加
し

た
こ
と
が
あ
る 

他
の
学
習
セ
ン
タ
ー
も
含

め
、
一
度
も
参
加
し
た
こ
と

が
な
い 

（記入例） １ ２ ３ ４ ５ 

③中央学習ｾﾝﾀｰ １ ２ ３ ４ ５ 

 4-1 満足度（※○は１つ）  4-2 満足している理由（※複数選択可） 

 満足している 満足していない  建
物
内
の
ス
ペ
ー
ス
に
ゆ
と
り
が

あ
る 

設
備
や
備
品
が
充
実
し
て
い
る 

利
用
で
き
る
曜
日
や
時
間
帯
が
活

動
と
合
う 

利
用
し
た
い
部
屋
や
サ
ー
ビ
ス
が

あ
る 

使
用
料
が
安
い
（
ま
た
は
無
料
） 

そ
の
他 

施設名称 

 

 

 

と
て
も
満
足 

お
お
む
ね
満
足 

や
や
不
満 

不
満 

ど
ち
ら
で
も
な
い
（
ま

た
は
わ
か
ら
な
い
） 

 

（記入例） １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ ６ 

①市民会館 １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ ６ 

②敬老センター １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ ６ 

③中央学習ｾﾝﾀｰ １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ ６ 

市民会館・敬老センター・中央学習センターの「満足度」についてお聞きします 
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【問５】 前問で「満足していない（選択３・４・５）」を選択した方にお聞きします。 

それぞれ施設ごとに、満足していない理由を選んで、番号に○をつけてください。 

施設名称 

    ５ 満足していない理由  （※複数選択可） 

建
物
や
部
屋
が
狭
い 

設
備
や
備
品
が
充
実
し
て
い
な

い 利
用
で
き
る
曜
日
や
時
間
帯
が

活
動
と
合
わ
な
い 

利
用
し
た
い
部
屋
や
サ
ー
ビ
ス

が
な
い 

使
用
料
が
高
い
（
ま
た
は
有

料
） 

利
用
の
仕
方
に
制
限
が
あ
り
、

自
由
に
施
設
を
使
え
な
い 

そ
の
他 

（記入例） １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

①市民会館 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

②敬老センター １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

③中央学習ｾﾝﾀｰ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

 

 

 

 

【問６】 「市民会館」は市民の集会利用のために設置されたものですが、「敬老センター」は老人 

福祉法により老人福祉の向上のため、「中央学習センター」は生涯にわたる学習活動の推進 

のためと、それぞれ公共的な目的をもって設置されています。 

そこで、あなたが次の施設に求める施設機能・サービスについて、それぞれ施設ごとに 

２つまで選んで番号に○をつけてください。 

施設名称 

   ６ 求める施設機能・サービス （※２つまで選択可） 

会
議
や
研
修
の
場
の
提
供 

サ
ー
ク
ル
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
等
の
グ
ル
ー
プ
活
動
・

交
流
の
場
の
提
供 

趣
味
や
娯
楽
、
談
話
の
場

の
提
供 

習
い
事
や
学
習
（
そ
の
成

果
の
発
表
を
含
む
。）
の

機
会
の
提
供 

軽
運
動
や
健
康
づ
く
り
の

機
会
の
提
供 

そ
の
他
（
ま
た
は
特
に
な

い
） 

（記入例） １ ２ ３ ４ ５ ６ 

①市民会館 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

②敬老センター １ ２ ３ ４ ５ ６ 

③中央学習ｾﾝﾀｰ １ ２ ３ ４ ５ ６ 

市民会館・敬老センター・中央学習センターの「施設機能・ｻｰﾋﾞｽ」についてお聞きします 
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【問７】 現在、「市民会館（近隣利用者向け会議室等に限る）」「敬老センター」「中央学習センター」 

について、市役所本庁舎西棟（市民交流施設に限る）への『複合化』を検討しています。 

（※詳細は、同封の『アンケート調査のお願い』２頁をご覧ください。） 

あなたが複合化で最も重視することを、２つまで選んで番号に○をつけてください。 

施設名称 

   ７ 複合化で最も重視すること （※２つまで選択可） 

異
な
る
種
類
の
施
設
を
組
合
せ
て
利
用
で

き
る
（
例
貸
室
と
飲
食
ス
ペ
ー
ス
・
ギ
ャ

ラ
リ
ー
等
） 

誰
で
も
自
由
に
使
え
る
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

が
あ
る
（
例
ロ
ビ
ー
、
サ
ロ
ン
、
ギ
ャ
ラ

リ
ー
等
） 

多
様
な
市
民
交
流
が
可
能
と
な
る
柔
軟
な

施
設
レ
イ
ア
ウ
ト
（
例
可
動
間
仕
切
り
等

に
よ
る
部
屋
数
や
面
積
の
調
整
等
） 

利
用
手
続
き
が
簡
単
で
あ
る
（
例
一
つ
の

窓
口
で
手
続
が
で
き
る
等
） 

誰
で
も
安
全
・
安
心
に
利
用
で
き
、
防
災

性
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
優
れ
た
構
造 

将
来
世
代
に
負
担
を
残
さ
な
い
よ
う
建

設
・
維
持
管
理
コ
ス
ト
を
極
力
抑
え
る 

そ
の
他
（
ま
た
は
特
に
な
い
） 

（記入例） １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

新しい市役所本庁舎西棟 

（市民会館・敬老セン 

  ター・中央学習セン 

ターの複合化後） 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

 

【問８】 前問における『複合化』の検討にあたり、複合整備の規模の考え方として、あなたが最 

も重視する考え方は何ですか。あてはまるものを１つ選んで、番号に○をつけてください。 

施設名称 

     ８ 複合整備の規模の考え方  （※○は１つ） 

今
後
の
人
口
減
少
や
財
政
的
な

負
担
を
考
慮
し
、
必
要
最
小
限

の
規
模
に
す
べ
き 

現
在
の
３
施
設
の
利
用
状
況
に

見
合
っ
た
規
模
に
す
べ
き 

現
在
の
３
施
設
を
合
算
し
た
規

模
に
近
い
も
の
と
す
べ
き 

複
合
整
備
の
規
模
に
は
こ
だ
わ

ら
な
い 

そ
の
他 

（記入例） １ ２ ３ ４ ５ 

新しい市役所本庁舎西棟 

（市民会館・敬老セン 

  ター・中央学習セン 

ターの複合化後） 

１ ２ ３ ４ ５ 

（※回答例にある利用状況等の詳細情報は、同封の『アンケート調査のお願い』3・4頁をご覧ください。） 

市民会館・敬老センター・中央学習ｾﾝﾀｰの「複合化のあり方」についてお聞きします 



 

36 

 

【問９】 【問７】における『複合化』の検討にあたり、魅力ある複合整備とするために、あなた 

が必要と考える施設機能（部屋）は何ですか。あてはまるものを２つまで選んで、番号に 

○をつけてください。 

施設名称 

 ９ 複合整備で必要な施設機能（部屋）（※２つまで選択可） 

大
人
数
で
利
用
で
き
る
多
目
的

ホ
ー
ル
等 

会
議
や
研
修
に
利
用
で
き
る
会

議
室
や
研
修
室
等 

小
グ
ル
ー
プ
で
活
動
・
交
流
で

き
る
和
室
や
娯
楽
・
談
話
室
等 

文
化
教
養
活
動
の
た
め
の
実
習

室
や
音
楽
室
等 

軽
運
動
や
健
康
増
進
を
図
る
た

め
の
部
屋 

休
憩
ス
ペ
ー
ス
（
軽
食
・
カ
フ

ェ
・
売
店
な
ど
） 

そ
の
他
（
ま
た
は
特
に
な
い
） 

（記入例） １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

新しい市役所本庁舎西棟 

（市民会館・敬老セン 

  ター・中央学習セン 

ターの複合化後） 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

 

 

 

 

 

一般的に、公共施設の建設費だけでなく、維持管理・運営費にも市民の皆さんの税金が使われ 

ていますが、福島市では、施設の利用に伴い直接的に利益を受ける利用者が、利益に見合った負 

担をするという、「受益者負担の原則」を基本として、使用料のあり方について検討しています。 

 

 

  （参考）利用者が負担する使用料により、施設の管理運営費を賄い切れない場合には、不足分 

について市民の皆さんの税金が補てんされています。（※以下のイメージ図参照） 

 

施設の管理運営費 

 

利用者（受益者）負担         市民負担 

 

 

 

※この内容を参考に、次頁の設問にお進みください。 

 

《使用料など》 

市民会館・敬老センター・中央学習センターの「使用料のあり方」についてお聞きします 

【支出】 

【収入】 

《税金など》 
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【問10】 公共施設の建替えや新規整備、大規模改修を行うと、施設の維持管理費や運営費が変 

化するため、使用料が値上がりする場合もあります。そこで、【問７】で検討している『複

合化』にて整備するにあたり、使用料の見直しについてあなたはどのように考えますか。

あなたの考えに最も近いものを１つ選んで、番号に○をつけてください。 

施設名称 

   10 使用料の見直し  （※○は１つ） 

見
直
し
を
行
う

べ
き 

あ
る
程
度
は
や

む
を
得
な
い 

現
状
ど
お
り
と

す
べ
き 

わ
か
ら
な
い

（
ま
た
は
ど
ち

ら
と
も
言
え
な

い
） 

（記入例） １ ２ ３ ４ 

新しい市役所本庁舎西棟 

（市民会館・敬老セン  

 ター・中央学習セン 

ターの複合化後） 

１ ２ ３ ４ 

 

（参考）「市民会館」「敬老センター」「中央学習センター」の使用料等について 

次のように、同じ『複合化』にて整備を検討している施設間でも、施設の設置目的が  

異なるため、使用料の額や減免基準（全部または一部の使用料免除）には差があります。 

     【施設名称】     【主たる利用者】         【使用料等】 

・敬老センター    主に６０歳以上の方       原則として無料 

・市民会館      多世代による利用        原則として有料 

・中央学習センター  多世代による利用   生涯学習活動の登録団体は減免制度で無料 

 

【問11】 【問７】で検討している『複合化』にて整備するにあたり、各施設間の不均一な使用料

体系の調整について今後検討が必要となります。例えば、その調整にあたり、子どもや高

齢者などの「世代」や、団体や個人などの「属性」等の区分によって、使用料の負担額に

差をつけることについて、あなたはどのように考えますか。 

あてはまるものを１つ選んで、番号に○をつけてください。 

施設名称 

      11 使用料の負担差   （※○は１つ） 

差
を
つ
け
る
べ
き
で
は

な
い 

子
ど
も
や
高
齢
者
な
ど

の
「
世
代
」
で
の
差
は

あ
っ
て
も
よ
い 

団
体
や
個
人
な
ど
の

「
属
性
」
で
の
差
は
あ

っ
て
も
よ
い 

「
世
代
」
や
「
属
性
」

の
区
分
の
ほ
か
、
そ
れ

以
外
の
区
分
で
も
、
必

要
で
あ
れ
ば
差
を
つ
け

て
も
よ
い 

わ
か
ら
な
い
（
ま
た
は

ど
ち
ら
と
も
言
え
な

い
） 

（記入例） １ ２ ３ ４ ５ 

新しい市役所本庁舎西棟 

（市民会館・敬老セン  

  ター・中央学習セン 

ターの複合化後） 

１ ２ ３ ４ ５ 
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【問 12】 標記３施設の複合化による整備について、これまでの設問の回答と重複しても構いま 

せんので、ご意見・ご提案等がございましたら、その内容を合計２００字以内で記載 

ください。（自由回答）  

         12 ご意見・ご提案等の内容  （※どのような内容でも結構です） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※アンケートは以上です。ご協力ありがとうございました。 

記入もれがないかご確認いただき、返信用封筒に入れて、 

３月 18 日（月）までに投かんをお願いします。 

 

〇問い合わせ先 

福 島 市 役 所  

     財務部 管財課 新庁舎建設係 【市役所本庁舎西棟及びアンケート全体に関すること】 

電話：０２４（５３５）１１４０ 

市民安全部 生活課 市民会館    【市民会館に関すること】 

             電話：０２４（５３５）０１１１ 

     健康福祉部 長寿福祉課 長寿福祉係 【敬老センターに関すること】  

             電話：０２４（５２５）７６５６ 

     教育委員会 中央学習センター    【中央学習センターに関すること】 

             電話：０２４（５３４）６６３１ 

市民会館・敬老センター・中央学習センターの複合化整備への提案等についてお聞きします 
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